
精神障がい者地域生活支援技術研修会のご案内
2日間を通じて、自分の技にさらに磨きをかけてみませんか

サービス管理責任者・相談支援専門員のために

自立訓練（生活訓練）実践技術研修会
私たちの気づきが、支援を変える

本研修は、実践における連携を効果的に推進していくことを狙いとし、
サービス管理責任者と相談支援専門員が
それぞれの役割や連携の具体的イメージの獲得を目指します。
連携以外に野中式アセスメントのツボ、
ストレングスアプローチのツボ、会議を運営するツボ、
計画作成のツボ、モニタリングのツボ等を
学べる企画となっています。

本研修は、自立訓練(生活訓練)通所(訪問含む)、
宿泊型のあるべき姿、その機能について
今一度振り返と同時に、
サービス等利用計画との連動による
個別支援計画を用いて、
よりよい支援の提供を学ぶ企画となっています。

平成25年

10 18月 日 金 19日土

平成26年

1 10月 日金 11日土

平成26年

1 17月 日金 18日土

平成26年

2 14月 日金 15日土

山形県 鶴岡市

〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4-38
☎052-571-6131

愛知県産業労働センター
「ウインクあいち」

ケアマネ連携研修愛知県現地実行委員会
●連携団体／

〒222-0035 横浜市港北区鳥山町1735番地
☎045-475-0186

横浜市
総合保健医療センター

ケアマネ研修東京・横浜現地実行委員会
●連携団体／

社会福祉法人 南高愛隣会
●主催／

〒854-0016 諫早市高城町５番１０号
☎0957-22-3323

諫早市商工会議所
〒997-0033 山形県鶴岡市泉町5-30

☎0235-25-2111（代表）

鶴岡市総合保健福祉センター
「にこ♥ふる」

ケアマネ連携研修山形県現地実行委員会
●連携団体／

平成25年11 15月 日 金 16日土

北海道 札幌市

〒061-2302 札幌市南区定山渓温泉東4丁目 ☎011-598-2211

定山渓グランドホテル瑞苑

生活訓練実践技術研修札幌実行委員会
●連携団体／

平成25年12 17月 日 火 18日水

千葉県 市川市

〒272-0034 千葉県市川市市川1-3-14 ☎047-321-3600

山崎製パン企業年金基金会館

（N）ほっとハート
●連携団体／

平成26年 2 7月 日 金 8日 土

大阪府 大阪市

〒550-0001 大阪府大阪市西区土佐堀1-5-6
大阪ＹＭＣＡ会館１Ｆ ☎06-6441-0893

大阪ＹＭＣＡ国際文化センター

（福）みつわ会　
（福）精神障害者社会復帰促進協会

●連携団体／

ケアマネジメント連携実践研修

1 2 3 4愛知県 名古屋市 神奈川県 横浜市 長崎県 諫早市

5 6 7

社会福祉法人 南高愛隣会主催

独立行政法人 福祉医療機構社会福祉振興助成事業

昨年の
研修会の
様子

昨年の
研修会の
様子



参加をご希望の方は、FAXまたはメールでお申し込みください。

※定員になり次第締め切らせていただきます。

下記の参加申込書にご記入の上、送信してください。

南高愛隣会ホームページより、参加申込書データをダウンロードし、メールに添付した上で、お申し込みください。

FAX. 03-3806-6913

tokyo-n@airinkai.or.jp

●お申込方法

メール送信先

http://www.airinkai.or.jp/tokyo-office/index.html
南高愛隣会ホームページ

社会福祉法人 南高愛隣会 東京事務所 ☎03-3806-6912お問合せ

FAXの場合

メールの場合

研修会  参加申込書

研修番号

ケアマネ連携

ケアマネ連携

ケアマネ連携

ケアマネ連携

自立訓練技術

自立訓練技術

自立訓練技術

開催地 開催日 申込締切定 員

山形県 鶴岡市

愛知県 名古屋市

神奈川県 横浜市

長崎県 諫早市

北海道 札幌市

千葉県 市川市

大阪府 大阪市

1

2

3

4

5

6

7

10月18日（金）・19日（土）平成25年

1月10日（金）・11日（土）平成26年

1月17日（金）・18日（土）平成26年

2月14日（金）・15日（土）平成26年

11月15日（金）・16日（土）平成25年

12月17日（火）・18日（水）平成25年

2月7日（金）・8日（土）平成26年

10月15日（火）

50名

40名

12月20日（金）

1月6日（月）

1月31日（金）

11月1日（金）

12月3日（火）

2月24日（月）

受講者氏名 研修番号

連絡先
電話番号

E-mail

事 業 所 名

職名（職種）

受講の目的等

（上記表参照）

● 研修費／いずれも5,000円（当日、会場にてお支払いください）



昼　　休　　憩

サービス管理責任者・相談支援専門員のために

ケアマネジメント連携実践研修ケアマネジメント連携実践研修
　本研修は相談支援専門員とサービス管理責任者が同じテーブルで、ケアマネジメント実践における連携
を効果的に推進していくことを狙いとしています。
　福祉サービスの両輪を担う、サービス管理責任者と相談支援専門員が共に学ぶ形式とし、それぞれの
役割や連携の具体的イメージの獲得を目指します。
　そのために1日目は既存の個別支援計画を生かしたサービス等利用計画の作り方、2日目は、サービス等
利用計画を生かした個別支援計画の作り方を体験していただきます。サービス管理責任者、相談支援専門員
のそれぞれの立場にあわせて、ケアマネジメント、チーム支援等が実践に生かせるような企画となっています。
　連携以外にケアマネジメントの一連のプロセスをたどりながら、野中式アセスメントのツボ、ストレングス
アプローチのツボ、会議を運営するツボ、計画作成のツボ、モニタリングのツボ等を2日間で学べる内容を
盛り込みました。
　障害当事者に必要なサービスを効果的に提供するために、2日間を通じて連携をキーワードとして、
サービス管理責任者も相談支援専門員も確実にスキルアップする本研修に是非ご参加ください。

プログラムタイムスケジュール

挨拶 及び
オリエンテーション 研修目的の説明等

※会場により開始および終了時間が異なります。

サービス管理責任者と相談支援専門員の連携は
本当に必要なのか？

グループ発表（3分/G×4）

「サービス管理責任者と相談支援専門員」
連携の必要性

本人を理解するためのアセスメントとは？
（野中式を用いて）

オールケアマネは本当に達成できるのか？

質疑応答と本日のまとめ

休　　憩

移　動　等

休　　憩

昼　　休　　憩

グループ演習

事
例
検
討
❶
　
（
既
に
個
別
支
援
計
画
が
あ
る
事
例
）

公開討論

全体演習

全体演習

個別演習

個別演習

グループ
演習

講　義

講　義

交流会

1 日 目
9：00

9：10

10：20

11：30

12：30

13：30

14：10

14：20

15：10

15：20

15：40

16：25

16：35

17：10

18：00

20：00

ストレングスアプローチのための
ラフイメージ作成

既存の個別支援計画を生かした
サービス等利用計画の作成

オリエンテーション 1日目の振返りと本日の流れ

スピード感が必要なサービス等利用計画のツボ

モニタリング演習

グループ演習

全体演習

講　義

クロージング

お互いへのメッセージ
～自分ができること・自分が相手にできること～

グループ発表（3分/G×4）

2日間の総括

アンケート

休　　憩

休　　憩

事
例
検
討
❷
　
（
新
規
利
用
の
事
例
）

講　義

個別演習

グループ
演習

グループ
演習

モニタリングのツボ講　義

ケア会議と関係者会議の進め方のツボ講　義

グループ発表（3分/G×4）全体演習

サービス管理責任者の個別支援計画のツボ

選ばれるための障害福祉サービス提供事業所を
デザインする

サービス等利用計画を生かした
個別支援計画の作成

講　義

2 日 目
9：00

9：15

9：45

10：00

10：45

11：00

11：45

12：45

13：30

14：15

14：45

15：00

15：20

16：10

16：30

16：50

17：00



自立訓練（生活訓練）実践技術研修会自立訓練（生活訓練）実践技術研修会
私たちの気づきが、支援を変える

　自立訓練（生活訓練）とは、利用者の地域生活を豊かにし、地域の中で自分
らしく生活していくために、暮らしの中で、自分の生活のあり方を発見し、試し、
身に付けていく有期限のプロセスです。
　生活訓練の目的は、利用者の生活の場において「できていることを伸ばし、
できる力を引き出す」有効な支援方法で、訪問・通所・宿泊型という３つの類型が
あります。共通して利用者「ひとり一人」の生きることの全体像をとらえ、暮らし
の中で、自分の生活のあり方を発見し、試し、身に付けるための支援技術が求め
られます。
　そこで、「支援の質」を深めることを目的として実践研修を企画しました。
同時に、相談支援専門員との連携・活用についても考察を深める機会といたします。
　生活訓練というサービスがより良く活用され、利用する方々の生活の質が向上
するきっかけになれば幸いです。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

プログラムタイムスケジュール

受　付 9：25から会場についての説明

研修にあたっての挨拶

1日目のまとめ

休　　憩

休　　憩

昼　　休　　憩

休　　憩

実践報告

講義1

挨　拶

講　義

講　義

事
例
検
討
❶

講　義

グループ
演習

グループ
演習

グループ
演習

グループ
演習

オリエンテーション

ナイトセッション

1 日 目
9：00

9：30

9：35

9：45

10：45

11：00

12：00

13：00

13：20

14：20

14：30

16：00

16：10

17：10

17：30
18：00

生活訓練の制度が作られた背景

講義2
生活訓練は生活アセスメント

グループワーク1
アイスブレイク ̶自己紹介

グループワーク2
野中式事例検討

グループワーク3
支援のラフイメージの共有

グループワーク4
相談の役割、生訓の役割分担、連携のあり方

オリエンテーション 1日目の振返りと本日の流れ

全体演習

講　義

講　義

アンケート

クロージング

参加者ひとりひとりからの発散

現地ファシリテーターからのメッセージ

アンケート記入

閉会の挨拶

休　　憩

昼　　休　　憩

講　義

事
例
検
討
❷

講　義

グループ
演習

2 日 目
9：00

9：10

10：10

11：40

12：40

13：40

13：50

14：50

15：10

15：30

15：45

16：00

講義4
支援の質を深めるために

講義3
生活訓練における個別支援のポイント

総 括
研修において共有したかったこと

グループワーク5
ライフステージに応じた支援

※会場により開始および終了時間が異なります。


